
 

 学 校 名 等 大垣市立北小学校 

実 施 日 時 令和 5年 7月 13日（木）（講演会・茶話会） 

夏休み期間（在宅取組） 

会 場 北小学校西会議室・各家庭 

参 加 人 数 講演会・茶話会 保護者 23名  在宅取組 児童 745名＋保護者 

学習課題（分野） 「情報機器との付き合い方」（自制心、社会のルール） 

運営者の願い 

多様な情報機器に触れる機会の多い子どもをもつ家庭での使用時間

や使い方、理解を深めることが目的。様々な悩みをまわりと共有し、インター

ネットの安全な使い方を親子で共有できるよう、また、関わり方などを振り

返る機会になればと企画した。 

学 習 の 内 容 

＜取組内容＞ 

〇講演会 

大垣市教育情報センターの棚橋直仁先生を講師に迎え、スマートフォンやインターネットが

与える影響と、子どもとの関わり方について、様々な視点からのお話を聞かせていただいた。

グループディスカッションも交え、参加者同士で思いを共有する場面もあった。 

〇茶話会 

講演会を終え、棚橋先生に質問をされたり、感想や思いを時間いっぱい話されたりする方

もみえ、コロナ前に近づいた交流ができた。 

〇在宅取組 

夏休み期間中に「情報モラル週間」を全校児童と保護者を対象に実施した。 

① 文部科学省が推奨している学習サイトを視聴して、クイズにチャレンジする。 

② 各家庭で情報機器の使い方を話し合い、ルールを決めて 5日間取り組む。 

〈講演会参加者の感想〉 

 とても分かりやすくおもしろい講座でした。うまく付き合っていく方法を考えていきたいと

思いました。   

 普段悩んでいたことがたくさんの方と話せて共有できたことがありがたかったです。参加

できて知ることができた情報ばかりだったので、本当に参加してよかったです。 

 先生のお話を聞き、まさにその通りだと痛感しました。先生にも話すことができ、気持ちが

少し楽になりました。 

〈在宅取組の感想〉 

〇子ども 

・ テレビやスマホの時間をへらして、みんなではなす時間がふえました。 

・ テレビやゲームをする時間が長いので、それ以外の遊びを考えました。ゲームだけじゃなく

ていろいろな遊びがしたいです。 

・ SNSの使い方しだいでこわいことがわかりました。これからは気をつけて使います。 

〇保護者 

・ 情報機器の使い方がどのように影響するのかを、動画やクイズを通して学んでくれたの

で良かったです。家庭での約束も再確認することもできたので、素晴らしいきっかけとなり

ました。  

・ ルールを決めていても守れないこともあり、悩んでいるところでした。改めて、話し合う良

いきっかけになりました。 

講演会 

みなさん和やかな雰

囲気で楽しく過ごせた。

先生がきっかけになり緊

張をほぐしていただけた

ので初対面の保護者同

士でもスムーズにグル

ープディスカッションが

できた。 

 

 

講演会型＋子育てサロン型＋在宅取組型（小学校） 

在宅取組 

保護者と子どもから

の視点のどちらにおい

ても情報モラルについて

の意識が高まっただけ

でなく、家族とのコミュ

ニケーションや約束な

ど、つながりを意識でき

るきっかけになったとの

意見を多くいただいた。 

講演会の様子 


